否定側立論
ＤＭ「大気汚染の発生」

Planを導入すると、原子力発電所の発電量を火力発電でまかなうことになります。
しかし、火力発電所は多くの汚染物質を排出するので危険です。
　２０００年発行　フォリンアフェアーズ紙１・２月号　「原子力の必要性」の中で原子力工学者のデニス・ベラー氏とリチャード・ローズ氏は次のように述べています。
「火力発電所では、汚染防止対策のあるところでも、数千トンの有毒ガス、粉じん、重金属を含む（そして放射性のある）灰、これに加えて有害廃棄物、石炭から最大５０万トン、石油から３０万トン以上、天然ガスから２０万トンの硫黄が生じる。これとは対照的に１００万ｋＷの原子力発電所では有毒ガスその他の汚染物質を排出することはなく、１人当たりの放射性は飛行機旅行、家庭の煙探知機、あるいはテレビから受けるよりずっと少ない。」


実際Planを導入すると、どれほどの有害物質である窒素酸化物（NOx）、硫黄酸化物（SOx）が排出されるかを、試算してみます。
原子力発電所の年間発電電力量から求めてみます。原子力市民年鑑２００３によると１９９９年の原子力発電による電力量は３１６５億kWh。
　これをすべて火力で代替します。電気事業連合会発行「図表で見るアジアとわが国のエネルギー」１１Pにより、火力発電所で1kWh発電するとNOxが0.31ｇ、SOxが0.24ｇ出ます。よって単純計算しますと、今回のPlanでは新たにNOxが年間9.8万トン、SOxが年間7.6万トン増加することになります。
　
このPlanで新たに増加するSOx、NOxは非常に大きな量です。
平成１５年環境統計集96ページに掲載されている、平成１１年度日本における固定発生源からのNOx、SOx量と比べますと、Plan導入後NOｘ約11.8％増加、SOｘ約１２％の増加になります。

実際、大気汚染によって人が死んでいます。
ピッツバーグ大学の放射線安全学教授のバーナード・Ｌ・コーエン氏は、「私はなぜ原子力を選択するか」３３ページの中で以下のように述べています。
「米国エネルギー省（DOE）保健環境研究局の委託によりハーバード大学の研究グループは、利用可能なすべての調査の結果を評価する研究を数年にわたり実施した。その中で研究グループは、大気汚染はアメリカで年間約１０万人の死亡原因になっているのではないかとの結論をだしている。それらの死亡原因は主として心臓疾患と肺疾患である。また、同グループは、大気汚染は年間約１０００人のガン死亡の原因であると推定している。年間１０万人という死亡数の推定値は、アメリカ国民の３０名に１人は大気汚染により死ぬことを意味している。」
よってこのデメリットは非常に深刻です。

※
立論で試算に用いた資料。
「平成１５年環境統計集」Ｐ９６の内容
平成１１年の固定発生源における大気汚染物質の排出状況
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